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徳
島
大
学
は
、
理
念
・
目
標
と
し
て
、

教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
を
３
つ
の
大

き
な
使
命
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
そ
の

中
の
社
会
貢
献
で
は
、
「
地
域
の
知
の

拠
点
」
と
し
て
本
学
が
果
た
す
べ
き
責

務
・
方
向
性
が
中
期
目
標
や
中
期
計
画

等
で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
徳
島
が
抱
え
る
課
題

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

行
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
過
疎
化
や
限

界
集
落
の
増
加
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

地
域
社
会
及
び
産
業
の
衰
退
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
危
惧
、
医
療
の
偏
在
化

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

自
治
体
や
地
域
住
民
だ
け
で
は
対
応
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
連
携
担
当
の
専
任
理
事
の
下
、
企

画
・
立
案
等
を
行
う
「
地
域
連
携
戦
略

室
」
と
、
地
域
再
生
・
活
性
化
の
拠
点

機
能
を
果
た
す
た
め
の
全
学
的
連
携
組

織
と
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
推
進
機
構
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。（
参
照
：「
徳
島
大
学
に

お
け
る
地
域
連
携
事
業
の
推
進
体
制
」）
ま

た
、
地
域
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
、
徳
島
県
及
び
県
内
24
全
市
町

村
と
連
携
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
の
提
供
、

講
演
活
動
及
び
中
学

校
・
高
校
へ
の
出
前

授
業
の
実
施

■
地
域
行
政
等
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
機
能

②
産
学
官
連
携
に
よ

る
産
業
振
興
と
地
域

経
済
の
活
性
化

■
企
業
と
の
共
同
研

究
推
進
と
技
術
相
談

■
農
工
商
連
携
等
を

含
む
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出

■
地
域
再
生
・
活
性

化
支
援
及
び
地
域

リ
ー
ダ
ー
人
材
養
成

③
高
度
先
進
医
療
の

提
供
と
地
域
医
療
及

び
健
康
・
福
祉
へ
の

貢
献

■
糖
尿
病
及
び
特
定

疾
患
の
研
究
と
高
度
医
療
の
提
供

■
地
域
中
核
病
院
へ
の
医
師
派
遣
と
健

康
・
福
祉
推
進
事
業

④
地
域
、
企
業
等
へ
の
防
災
体
制
の
助

言
・
指
導

■
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備
え
る
防
災

研
究
と
啓
発
事
業

■
企
業
等
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
指
導
及
び
地
域

防
災
推
進
員
等
の
養
成

　

こ
の
よ
う
な
取
組
が
認
め
ら
れ
、
平

成
25
年
度
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
「
地
域
貢

献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
調
査
で
は
、
総
合

順
位
13
位
（
国
立
大
学
で
は
７
位
）
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

以
上
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
・
推
進

す
る
た
め
、
平
成
25
年
７
月
に
策
定
し

た
「
徳
島
大
学
機
能
強
化
プ
ラ
ン
」
の

中
に
￨
地
域
中
核
機
能
改
革
￨
と
し
て
、

「
地
域
に
生
き
る
大
学
と
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
社
会
貢
献
に
対
す

る
考
え
方
を
再
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
徳
島
大
学
は
、
地
域
と
協

働
し
、
教
育
、
文
化
、
産
業
及
び
医

療
・
福
祉
の
基
盤
を
支
え
、
豊
か
な
地

域
社
会
の
創
造
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
「
身

近
で
親
し
み
や
す
く
、
信
頼
で
き
る
大

学
」
と
し
て
徳
島
と
と
も
に
発
展
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
徳
島
大
学
が
取
り
組
ん

だ
社
会
貢
献
事
業
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
地
域
連
携
に
よ
る
文
化
・
教
育
の
実

践
と
行
政
と
の
連
携
　

徳
島
大
学
で
の

地
域
連
携
の
取
組

地域貢献

徳
島
大
学
理
事︵
地
域
連
携
担
当
︶・副
学
長

徳
島
大
学
地
域
連
携
戦
略
室
長

吉
田 

和
文
（
よ
し
だ 

か
ず
ふ
み
）

徳島大学における地域連携事業の推進体制（平成25年度～）

3Dプリンタセミナー
開催日： 平成25年10月26日(土)
場所： アスティとくしま （徳島ビジネスチャレンジメッセ2013内）

徳島地域連携協議会
開催日： 平成25年7月4日（木）
場所： 徳島大学地域・国際交流プラザ（日亜会館）

美波町の未来をつくろう（タウンミーティング）
開催日： 平成25年11月30日（土）
場所： 美波町由岐公民館

　
学
生
生
活
に
は
発
達
段
階
が
あ
り
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
心
理
的
課
題

が
変
化
し
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
を
学

生
相
談
分
野
で
は
学
生
生
活
サ
イ
ク
ル

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

学
生
生
活
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
に

お
け
る
心
理
的
課
題
と
悩
み

　

学
生
生
活
サ
イ
ク
ル
は
、
入
学
期
、

中
間
期
、
卒
業
期
、
そ
し
て
大
学
院
期

の
４
つ
の
段
階
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
は
特
有
の
心
理
的

課
題
に
応
じ
た
悩
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

入
学
期
は
、
入
学
後
１
年
間
の
時
期

で
あ
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
生
活
環
境
を

離
れ
、
大
学
で
の
新
た
な
生
活
に
な
じ

も
う
と
す
る
時
期
で
す
。
入
学
期
の
学

生
は
、
入
学
以
前
か
ら
の
問
題
と
入
学

し
た
こ
と
で
生
じ
た
問
題
の
両
方
に
直

面
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
生
活
リ
ズ
ム

が
つ
か
め
な
い
、
勉
強
に
集
中
で
き
な

い
、
友
人
が
な
か
な
か
で
き
な
い
と

い
っ
た
悩
み
が
生
じ
ま
す
。

　

中
間
期
は
、
入
学
期
終
了
後
か
ら
卒

業
期
前
ま
で
の
期
間
で
あ
り
、
学
生
生

活
に
慣
れ
て
安
定
す
る
時
期
に
な
り
ま

す
。
学
生
は
独
自
の
学
生
生
活
を
展
開

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

な
か
で
学
生
は
自
分
が
わ
か
ら
な
い
と

か
、
学
生
生
活
が
思
い
ど
お
り
に
な
ら

な
い
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。

　

卒
業
期
は
、
卒
業
ま
で
の
1
年
間
で

あ
り
、
卒
業
に
向
け
て
準
備
を
す
る
時

期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
の
学
生
は
、

卒
業
研
究
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
、

卒
業
後
に
ど
ん
な
仕
事
に
就
き
た
い
か

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
悩
み
を
抱
え
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

大
学
院
期
は
、
大
学
院
に
進
学
し
た

学
生
が
経
験
す
る
時
期
で
あ
り
、
研
究

者
や
専
門
職
な
ど
の
職
業
人
と
し
て
の

自
己
を
形
成
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
、
研
究
者
や
専
門
職
と

し
て
の
適
性
に
関
す
る
悩
み
が
よ
く
お

こ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
保
健
管
理
・
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
部
門
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

学
生
生
活
に
お
い
て
悩
み
は
つ
き
ま

せ
ん
が
、
悩
む
こ
と
は
け
っ
し
て
悪
い

こ
と
で
は
な
く
、
「
自
分
を
高
め
た

い
」
と
い
う
成
長
意
欲
が
あ
る
証
で
す
。

悩
み
と
向
き
合
う
こ
と
で
人
と
し
て
ひ

と
ま
わ
り
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
か
と
い
っ
て
、
悩
み
す
ぎ
て

疲
れ
る
と
、
解
決
を
諦
め
て
し
ま
い
た

く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
解
決

を
諦
め
る
前
に
ぜ
ひ
保
健
管
理
・
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
部
門
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
方
が
ご
相
談

し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
保
健

管
理
・
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談

部
門
は
、
学
生
や
保
護
者
の
皆
様
の
問

題
解
決
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学生生活サイクルと悩み
保健管理・総合相談センター総合相談部門 助教（専任カウンセラー）   

井ノ崎 敦子（いのさき あつこ）

保健管理・総合相談センター総合相談部門
開室時間：月～金　8:30～17:15
TEL： 088-656-7637
E-mail：hscc.counseling@tokushima-u.ac.jp

入学期
■ 入学後1年間（1年次）
■ 新しい生活への移行期

中間期
■ 2～3年次
■ 学生生活を展開する
   時期

卒業期
■ 卒業前1年間
■ 将来への準備をする
   時期

大学院期
■ 職業人としての自己を
   形成する時期


